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歴史文化基本構想ワークショップ

瀬戸の魅力再発見　まちめぐり　Ｐａｒｔ１

瀬戸市交流活力部文化課
平成２７年１１月３日 ( 火・祝 )
パルティせと北側リモージュ広場→尾張瀬戸駅周辺→窯神神社→御亭山

→旧山繁商店→深川神社・陶彦社→法雲寺→瀬戸蔵

　①古い町並み ( 陶本町・元町 )

　町名の由来については町内の発展を願い、日

頃から信仰していた「陶元稲荷」から一文字ず

つとって、稲荷神社の南側を陶本町、北側を元

町と命名されました。

　そして、明治３９（１９０６）年に瀬戸電が

名古屋に乗り入れるようになり、瀬戸の繁栄を

図るため北側に陶器の問屋街が造られ、全国に

せとものを出荷していました。やきものを出荷

しやすいよう整備された真っ直ぐな道は当時で

は大変珍しく、陶磁器の問屋街が軒を連ねたま

ち並みの面影が現在も残っています。

　また、明治４１（１９０８）年にはそれまで

蔵所町にあった勝川警察署瀬戸分署が瀬戸警察

署として独立し、明治４３（１９１０）年には

陶本町４丁目に移転し、東吉田町に移転する昭

和１４（１９５４）年までの間は陶本町に瀬戸

警察署がありました。

１　尾張瀬戸駅周辺（陶本町・元町・西谷町）

大正初め頃　瀬戸駅構内の松割木集積場
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　②長江録彌氏

　大正１５（１９２６）年瀬戸市（品野出身）

に生まれ、平成３（１９９１）年に日本芸術

院賞を受賞し、平成７（１９９５）年に瀬戸市

出身者として唯一の日本芸術院会員となりまし

た。平成１０（１９９８）年には名誉市民となり、

平成１７（２００５）年に他界されました。

　平成１９（２００７）年から瀬戸市は長江録

彌氏の彫刻作品のブロンズ化を進め、同年１０

月１日の市制記念日にパブリックアートとして

５点をパルティせとリモージュ広場に設置しま

した。このほかに、新世紀工芸館や陶生病院、

やすらぎ会館、デジタルリサーチパークセン

ターにも長江氏作のブロンズ像があります。

「芽」　昭和３９年 ( １９６４) 作
第７回日展特選受賞

「砂丘」　平成２年 ( １９９０) 作
日本芸術院賞受賞

「乾漆彫刻その一」　昭和４０年 ( １９６５) 作
第８回日展特選受賞

「希望」昭和５６年 ( １９８１) 作
第１１回日彫展西望賞受賞

「思考」昭和６１年 ( １９８６) 作
第１８回日展文部大臣賞受賞

パルティせと　リモージュ広場
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　③磁祖加藤民吉出生之地（西谷町）

　巨大で見事な松が印象的で大松屋敷と呼ば

れた民吉の生家があった場所に、昭和１２

（１９３７）年９月に尾張徳川家１９代当主徳

川義親により書された石碑が建立されました。

　また、石碑のとなりには磁器の釉薬に使われ

ており、九州に自生する柞
いす

の木が、民吉の修業

を偲び植えられています。柞の木は民吉が佐々

から持ち帰ったもののひとつとも言われていま

す。

　①窯神神社
　登り窯を象ったような社殿で磁祖・加藤民吉

が祀られています。

　もともとは、民吉が染付焼の完成を神に感謝

し、さらなる事業の繁栄を祈願するため、日頃

信仰していた神々（秋葉山大権現、天満威徳天

神、金毘羅大権現）を窯神として祀り遙拝した

いと、文化９（１８１２）年に建立を藩庁へ願

い出たのが始まりで、願い出から１３年の時を

経て、民吉個人の遥拝所として許可され、窯場

後方に建立されました。この時、民吉は病床に

あり、許可されてから２か月も経たない文政７

（１８２４）年７月４日に５３歳で亡くなりま

した。

　そして、文政９（１８２６）年８月２０日に

二代民吉によって丸窯神（現在は窯神）と称し、

２　窯神神社（窯神町）
追加で祀られました。

　三代民吉の時代になると、もともとのご神体

であった三神は川本桝吉方へ質入れされてしま

います。その後、民吉家に代わり西谷地区の人々

によって祭礼の際に借り出されるものの窯神社

では追祀された民吉が神体を独占し、現在では、

窯神といえば民吉を祀った神社として認知され

るようになりました。

　現在の窯神神社は地元住民を中心に市内陶磁

器関連団体などで構成される「祟敬会」（賛助

会員を含めると４００人程を擁する。）が管理

運営を行っています。

　また、もともとのご神体であった三神は平成

２１（２００９）年に社務所の押し入れから見

つかり、質入れ先であった川本家の好意により

昭和５９（１９８４）年に窯神社へ戻されてい

たことが明らかとなっています。

柞の木と磁祖加藤民吉出生之地碑

磁祖加藤民吉窯跡碑

社殿
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　②せともの祭

　窯神神社はもともと民吉が私有する遥拝所で

あったため、神職はなく民吉家にて祭礼が執り

行われていました。しかし、三代民吉のときに

没落し、民吉家に代わって地元西谷地区の人が

お祭りを行うようになりました。

　そして、大正５（１９１６）年の瀬戸町会の

議決により窯神祭を瀬戸町全体の行事とするこ

とが定められ、毎年９月１６日に開催されるこ

ととなりました。その後、昭和７（１９３２）

年に、当時の新愛知新聞（現在の中日新聞）瀬

戸支局長が「せともの祭」を提案し、業界や関

係者の賛同を得て、窯神神社の祭礼の催し物と

して廉売市が行われるようになりました。

　平成１０（１９９８）年の第６７回せともの

祭から開催日を９月の第３土・日曜日から第２

土・日曜日に変更しました。

　③加藤民吉の像

　北海道旭川市の彫刻家加藤顕清の彫塑をもと

に昭和１２（１９３７）年９月に制作されまし

た。

※　加藤顕清：岐阜県生まれ　日本芸術院会員、

　日展常任理事、日本彫塑会会長などを歴任。

　④飲水思源

　中国の故事成句「井戸の水を飲む際には、井

戸を掘った人の苦労を思え。」の意。

　民吉が九州で修業した際にお世話になった菱

野出身の天中和尚がいた東向寺（熊本県）が昭

和３４（１９５９）年に開山３００年を迎え、

それを記念し、また天中和尚の恩に謝するため、

瀬戸市から「民吉翁之碑」を贈りました。その

返礼として昭和３７（１９６２）年１１月東向

寺のある本渡市（現在の天草市）から天草陶石

に「飲水思源」と彫られた碑が贈られました。

当初は瀬戸市役所正面の植栽に建てられていた

が、駐車する車の排ガスにまみれてしまってい

ました。

　⑤残心の杉

　文化元（１８０４）年から九州に修業に出た

民吉が福本仁左衛門家での修業を終え、文化

４（１８０７）年１月７日佐々を去る際に記念

として杉を植えました。樹齢２００年の大木と

なり、佐々では民吉の心情を察し、「残心の杉」

と呼ばれています。そして、平成１６（２００４）

年に祟敬会をはじめとした「民吉九州修業

２００年記念実行委員会」が結成され、２００

飲水思源
直訳：水を飲めば源を思ふ

解釈はさまざまあります。

加藤民吉の像
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　⑦加藤唐左衛門高景翁頌徳碑

　津金胤臣父子と同じく民吉の才能を見出し、

庄屋として瀬戸の窯業の発展に貢献した人物。

「一子相続制」や「ロクロ一梃制」の中、次男

以下に染付焼の職を解放し、磁器製法の進歩を

目指し、民吉の九州修業を支援しました。また、

染付焼開発のため、原材料の確保や発見に力を

注ぎ、私事を顧みず私財を投じて業界全体の発

展に奔走しました。

　この功績を後世に残すためにも窯業関係者の

願いのもと、昭和６１（１９８６）年９月２０

　⑥津金胤臣父子頌徳碑

　尾張藩時代、九州の磁器に押され尾張藩の制

限・保護政策で「一子相続制」「ロクロ一梃制」

（窯は長子が継ぎ、新しい窯は作れない）となり、

次男であった民吉は、享和元（１８０１）年熱

田の役人津川胤臣（文左衛門）が耕作人を募集

していたため、３０歳の時に父とともに耕作に

出ました。

　ある日、耕作の手つきが不慣れなことから訳

を聞き、事情を知った胤臣があわれに思い、自

身が知っている中国南京での磁器製法を教え試

みさせてくれました。そして、尾張藩に願い出

て神殿に新たに磁器の窯を作りました。これに

対し、瀬戸村の庄屋であった加藤唐左衛門が瀬

戸の陶業の危機として、次男以下の者にも瀬戸

で磁器窯を作らせることにし、新田の窯をなく

させ、民吉父子は瀬戸に戻ることになりました。

民吉父子が瀬戸に戻った年の１２月に胤臣は病

死しており、民吉は自らを認めてくれた唯一の

人として深い恩を感じ、磁器の道を究めること

で恩徳に報いることを誓いました。

　こうして瀬戸に新窯ができることとなりまし

たが、なかなかうまくできず、九州の天草で立

派な円窯があることを知り、修業に向かうこと

年記念事業の一環で、佐々の残心の杉の枝を取

り寄せ、挿木・育成し窯神神社に植樹されまし

た。

になります。その際に胤臣の意思を継いで子の

胤貞も民吉を送り出すために尽力しました。

　この父子は磁祖と称えられる民吉を見出し、

今日の瀬戸窯業の隆盛を生んだ陰の功労者で

ありました。この功績を称えられ、昭和１３

（１９３８）年３月に名古屋陶磁器輸出組合等

によって建立されました。

残心之杉

津金胤臣父子頌徳碑
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　⑧磁祖加藤民吉翁碑

　大正１１（１９２２）年９月に建立されてお

り、民吉の伝記が記されています。１１１７

文字の長文で市内の碑中で最長のものとなりま

す。

日に愛知県陶磁器工業協同組合により建立され

ました。その後、平成１０（１９９８）年９月

に改修されています。

３　御亭山（仲切町）
　①無風庵

　藤井達吉が工芸運動を進め、私財を投じて若

手作家育成のために建築した茅葺入母屋造の建

物。昭和２７（１９５２）年小原村の工芸村が

解散となり共同工房であった「無風庵」（名称

は達吉の雅号「無風」に由来）は瀬戸市へ寄贈

され移築されました。そして国の補助を受け、

平成１３（２００１）年に復元・改修され現在

のギャラリー兼休憩所となりました。

　②藤井達吉

　近代美術工芸家。明治１４（１８８１）年碧

南生まれ。昭和３９（１９６４）年没。昭和

７（１９３２）年頃、全国の郷土工芸活性化の

ため尽力し、瀬戸でも若手陶芸家の集団「土の

風景社」を指導し、のちに当時の瀬戸市長（泉

崎三郎）に提言し、他の会とも融合して「瀬戸

陶芸協会」を発足させた生みの親であり、瀬戸

の陶芸の確立に寄与した人物です。昭和２０

（１９４５）年２月小原村（現在の豊田市）に

疎開し、和紙工芸の指導をするなど後進の育成

に努めました。現在の小原村和紙の隆盛の基礎

は達吉の指導によるものです。

磁祖加藤民吉翁碑

加藤唐左衛門高景翁頌徳碑

無風庵
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　③忠魂碑

　日露戦争に従軍した兵士が戦友との約束に基

づき建立しました。もともとは瀬戸川の記念橋

近くにありましたが、昭和１７（１９４２）年

５月に現在の場所に移設されました。

　昭和１４（１９３９）年発行の瀬戸読本に次

のように記されています。

「忠魂碑：

一、国の富をつくるてふ名に負ふ瀬戸の市中に

　　桜若木に包まれて屹然立てり忠魂碑

二、日清役を始めとし聖戦ここにいくそたび護

　　国の華と散りましし英霊祀る忠魂碑

三、右手に振ひし破邪の剣左手に高し日章旗興

　　亜不朽の人柱勲輝く忠魂碑

四、神代このかた武に誇る日本男児の鑑にて万

　　代不滅の光ぞと誉は高し忠魂碑

五、仰ぐ忠霊いや高く五万市民の朝夕に国の鎮

　　めと虔みてかしこみまつる忠魂碑」

　④殉国慰霊塔

　昭和３８( １９６３) 年に太平洋戦争でなく

なった兵士のために建立されました。塔の台に

次の文が刻まれています。

　「ふるさとに老いたる父母を若き妻を幼な子

を残したるまま愛する祖国のため大地の極み南

海の果て大空の彼方に行き行きて遂に帰らざる

勇士達のみ霊を慰めんとわれら真心もてこの塔

を建つ」

窯垣のある家

忠魂碑

殉国慰霊塔
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　旧山繁商店は、瀬戸川流域の北側に位置する

北
きたしんがい

新谷と呼ばれる地区の一角に位置していま

す。丘陵地の斜面に多くの窯屋が集積し、製品

の集積、運搬に有利な立地でした。広い敷地に

①離れ、②土蔵、③旧事務所、④「新小屋」、

⑤～⑦倉庫群、⑧事務所、⑨塀、そして今はな

い母屋が配置されています。

　万延元（１８６０）年生まれの初代加藤繁太

４　旧山繁商店 [ 国登録文化財 ( 答申 )]（仲切町・深川町）
郎は、明治１２（１８７９）年には養嗣子となっ

た杢左衛門家近くの敷地に、母屋 ( 現在滅失 )

を建てて移り住み、明治１９・２０（１９４４・

４５）年頃から陶磁器卸問屋「山繁陶磁器商店」

を起業します。明治２２（１８８９）年に母屋

の南側に２階建ての①「離れ」を建造し、そこ

は内外の要人をはじめとする来訪・応接の舞台

となりました。大正３（１９１４）年には、西

旧山繁商店 歴史的建造物配置図
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側の通り沿いに③旧事務所、その東側奥に④「新

小屋」と呼ばれる土蔵造りの倉庫建物が建造さ

れ、大正８（１９１９）年には「山繁合名会社」

に組織変更し、会社組織としての体制が整えら

れました。その後二代・三代と加藤繁太郎家は

引き継がれ、昭和１４（１９３９）年には中国

上海市に支店を開設するなど海外貿易も活発化

します。戦中には軍需用品生産が行われた時期

もありましたが、終戦の翌年には陶磁器卸売業

を再開し、南洋向け貿易陶磁器の加工完成業を

行うなど、早期に戦前の隆盛を取り戻していま

す。昭和２２（１９４７）年に新たな⑧事務所

を東側の池田通りに面して建造し搬入出の基点

とし、絵付場などの倉庫群を拡充させる形で新

設し、戦後の企業成長を成し遂げるに至りまし

た。

　山繁商店は瀬戸市の旧中心市街地の中にあ

り、「せともの問屋」として、明治・大正・昭

和の各時代を生きてきました。広大な敷地に各

時代ごとの建物が纏まった形で残されているの

は大変貴重です。

　旧山繁商店は、平成２６（２０１４）年８月

８日には文化庁技官による建造物の実査を受

け、国登録文化財 ( 建造物 ) の候補対象となり

うるとの見解を得たため、平成２６（２０１４）

年９月２６日に文化庁に対し意見具申を行いま

した。このたび、平成２７（２０１５）年７月

１７日に開催された国の文化審議会において

「国土の歴史的景観に寄与しているもの」とし

て、国登録文化財とするに相応しいとの答申が

なされました。
【参考引用文献】
瀬戸蔵ミュージアム 2009『山繁三代のコレクション
～明治以降の商家のうつわ～白雲堂周兵衛を中心に』

⑨石垣及び塀・①離れ ( 南東から ) ④新小屋２階 ( 西から )

①離れ・⑨石垣及び塀・③旧事務所 ( 西から ) ①離れ・③旧事務所・④新小屋 ( 南西から )

④新小屋・③旧事務所 ( 北西から )
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　古代の延喜式神名帳に記載のある深川神社に

は、その本殿・拝殿の東側に摂社として陶彦社

（陶彦神社）が建てられています。

　文政７（１８２４）年に陶祖藤四郎左衛門

景正を奉って建立された陶彦社は、大正１５

（１９２６）年に本殿・渡殿 ( 幣殿 )・拝殿等が

遷座されたと由緒碑 (陶彦社礼拝所手前に所在 )

に記されています。

　本殿は、流造形式で１間×２間の身舎は円柱

で構成され、平入の正面入口には向拝を配して

います。向拝柱は角柱で、すっきりとした海老

虹梁とともに銅板葺の屋根を支えています。

　大正の遷座の折には当時の近代和風建築の高

度な技術が生かされ、本殿屋根の左右妻飾りで

ある懸魚やその下の梁に取り付けられた蟇股な

５　陶彦社本殿（深川町）
どに、鳳凰などの斬新で洗練された意匠をみる

ことができます。また、建築材には木曽檜の良

材が用いられており、本殿の向拝にかかる海老

虹梁には、木目に彫刻の彫りの方向を合わせる

など材と技術を合わせています。設計者の伊藤

平二は、名古屋の堂営大工である 9代目伊藤平

左衛門の二男として生まれ、宮内省に勤め、正

倉院建物の保存修理等を手掛けたと伝えられま

す。陶彦社にみられる各部の意匠には、伝統意

匠を西洋図案により抽象化する新たな試みがみ

られ、この意匠については当時活躍した京都府

技師の亀岡末吉の建築意匠 (「亀岡式」とも称

される ) の影響が強く表れているとみられます。
【参考引用文献】
望月義伸 2005「陶彦社の造形美」『深川神社コラム：
瀬戸歳時記』深川神社HP

陶彦社由緒碑 ( 昭和３年建立 )

陶彦社 本殿 ( 南東から ) 本殿 破風・懸魚・蟇股 ( 東から )

陶彦社 礼拝所・拝殿正面 ( 南から )
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　日中戦争が勃発した翌年（昭和１３

（１９３８）年）に、家庭用品を中心とした銅・

鉄製品の製造規制がはじまりました。それとと

もに、金属器の「代用品」を大小の陶磁器で生

産することが奨励され、国内各所でその生産が

開始されました。戦争が長期化し、一層金属

供給減となったため、「金属類回収令」が昭和

１６（１９４１）年に公布されました。「代用品」

の生産は昭和２０（１９４５）年の終戦時まで

行われています。

　太平洋戦争突入後の昭和１７（１９４２）

年には寺の仏具・梵鐘類なども強制的に供出

の対象とされ、法雲寺の青銅製梵鐘（昭和９

（１９３４）年奉納）も同年１０月に「出征」

することとなり、代わりに作成されたのがこの

陶製梵鐘です。この陶製梵鐘は、「代用品」の

６　法雲寺 陶製梵鐘 [ 市指定文化財 ]（深川町）

法雲寺 陶製梵鐘

陶彦社 礼拝所・拝殿・渡殿・本殿 東側面図 ( 伊藤平左衛門事務所提供 )

本殿 蟇股の意匠 本殿 正面階段飾り金具ほか

大型の例で、鐘を突くという実用性は度外視さ

れており、国内でも稀な「代用品」であるとい

えましょう。
【参考引用文献】
瀬戸市教育委員会 1996「陶製梵鐘」『瀬戸の文化財』
愛知県教育委員会
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